




 

 

 

 

国立市医師会長（さくら通りクリニック院長） 春日井先生コメント 

 

令和３年９月２４日 

 

 

（感染状況について～最近の診療場面より） 

理由は不明なところもあるが、感染者数は東京都全体と同様国立市も下がってきた。 

そのような中で、ワクチンを打っても感染するブレイクスルー感染の人もいる。例えば外食の場

合、混雑していなくても１ｍ以内の距離で 30 分以上の会食はリスクが大きい。 

今後もマスク着用、手洗い、うがいなどを呼びかけていく。 

 

 

（第５波における市内の自宅療養者の様子） 

最近は、自宅療養から宿泊療養に移行できているようだ。一方で、個人的な事情で宿泊療養でき

ないケースもある。 

感染当初は軽症であっても、２日後に死亡したケースも報道されているが、風邪でも死亡するこ

とはある。 

しかし、普段風邪にかかっても軽症で済む方が、新型コロナウイルス感染症では重い症状が出る

こともあり、難しい。 

 

 

（３回目の新型コロナウイルスワクチン接種について） 

新型コロナウイルスワクチン接種は５月くらいから打ち始めたから、８カ月空けると考えると３

回目の接種は年明けくらいから始まるのだろう。幸い、その頃には、インフルエンザワクチンの接

種は大体終わっている。 

 

 

（冬季シーズンに向けて、第６波に備えて） 

やはりマスク着用、手洗い、うがいの継続が重要。 

飲食店が感染対策を、換気を含めて徹底していくことも重要。また、市民が希望するワクチン接

種を受けやすい環境づくりにはこれからも配慮してもらいたい。 
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